
 仮庁舎と改選後の議員の顔ぶれ

80
令和元年８月１日

※髙岡市長、小林副市長とともに
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く
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
関
心

も
い
ま
ひ
と
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
議
会
は
市
民
に
身
近
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
議

員
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
関

心
を
も
っ
て
努
力
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
水
俣
市
は
多
く
の
課
題

を
抱
え
る
な
か
で
、
今
後
８
年
後

の
水
俣
市
の
将
来
を
見
据
え
た

「
第
６
次
水
俣
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
現

在
の
人
口
よ
り
３
％
緩
和
し
２
２
，

５
０
０
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
を
見
越
し
た
計
画
づ
く

り
か
ら
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た

計
画
づ
く
り
は
ま
さ
に
、
こ
れ
ま

で
の
政
策
構
造
を
根
底
か
ら
変
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
俣
に
あ
る
地
域
資
源
を
大
い

に
活
用
し
、
今
こ
そ
市
民
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
議
会
も
令
和
の
時
代
の

地
域
づ
く
り
を
担
う
機
関
と
し
て
、

新
し
い
政
策
提
言
に
向
け
た
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
を
よ
り
身
近
な
存
在
に

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
市
政
の
運
営
に
対
し
て
特
段
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
時
代
は
平
成
か
ら
令
和

へ
、
議
長
の
重
責
を
い
た
だ
き
す

で
に
３
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

日
々
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
議
会
に
は
４
月
の
統
一
地
方

選
で
、
新
し
い
４
名
の
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
斬

新
な
考
え
で
活
発
な
議
論
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
一
方
で
、
投
票
率
は

過
去
最
低
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
民
へ
の
情
報
発
信
と
な
る

議
会
報
告
会
も
参
加
者
が
少
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
中
断
を
余
儀
な

安
心
安
全
な
水
俣
市
を

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
臨
時
議
会
に
て
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
責
任
の
重

さ
を
日
々
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で

あ
り
ま
す
。
現
在
の
課
題
は
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
で
す
。

　

今
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
税
収
入

を
生
か
し
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
社
会
保

障
の
中
心
だ
っ
た
高
齢
者
福
祉
に

「
子
育
て
」
と
い
う
柱
が
新
た
に

加
わ
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き

な
一
歩
で
す
。

　

子
育
て
に
関
し
て
は
７
割
超
の

人
が
教
育
費
の
負
担
に
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
も
う
１

人
欲
し
い
け
れ
ど
、
教
育
費
が
か

か
り
す
ぎ
る
か
ら
二
の
足
を
踏
む

と
い
う
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
学
校
給
食
費
の
補
助

を
水
俣
市
は
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
費
の
負
担
を
減
ら
し
、
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を

受
け
る
権
利
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
社
会
保
障
の
一
番
の
基
本
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
で
す
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
あ
お
り
を
受
け
て
子
ど
も

の
数
は
減
少
し
て
お
り
、
子
育
て

支
援
は
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
誰
も
が
子
育
て
を
喜
べ

る
政
策
を
各
議
員
と
協
力
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
政
府
が
３
月
に
発
表
し

た
、
中
高
年
の
引
き
こ
も
り
が
推

計
61
万
人
と
い
う
数
字
に
驚
き
ま

し
た
。
15
〜
39
歳
の
推
計
54
万
人

を
合
わ
せ
る
と
、
１
０
０
万
人
を

優
に
超
え
、
潜
在
的
に
は
も
っ
と

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
課
題
が

山
積
す
る
中
で
、
水
俣
市
発
展
の

た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水
俣
市
議
会
議
長

岩
阪
　
雅
文

水
俣
市
議
会
副
議
長

牧
下
　
恭
之
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水俣市議会議員 紹介
表の見方
①当選回数（通算）、②政党名、③所属会派、④職業、⑤年齢、⑥住所

岩
いわさか

阪　雅
まさふみ

文
①７期目　　 ②自由民主党
③自由民主党　自民会派
④自営業　　⑤71歳
⑥袋

田
た

中
なか

　睦
あつし

①２期目　　　  ②無所属
③無限21　　　④無職
⑤67歳　　　　⑥長野町

平
ひら おか

岡    朱
あけみ

①１期目　　②日本共産党
③日本共産党　　④無職
⑤36歳　　　　　⑥古城

髙
たか

岡
おか

　朱
あけ

美
み

①２期目　　②日本共産党
③日本共産党　　④無職
⑤50歳　　　　　⑥深川

渕
ふち がみ

上　茂
しげ

樹
き

①１期目　　　 ②無所属
③誠心会　　　④会社員
⑤65歳　　　　⑥長崎

木
き

戸
ど

　理
り

江
え

①１期目　　　 ②無所属
③真志会　　　④会社員
⑤52歳　　　　⑥湯出

小
こ

路
みち

　貴
たか

紀
き

①２期目　　　 ②無所属
③真志会　　　④会社員
⑤47歳　　　　⑥築地

桑
くわ はら

原　一
かず はる

知
①２期目　　　 ②無所属
③真志会　　　④農業
⑤48歳　　　　⑥市渡瀬

杉
すぎ さこ

迫　一
かず

樹
き

①１期目　　　  ②無所属
③無限21　　　④自営業
⑤38歳　　　　⑥牧ノ内

藤
ふじ もと

本　寿
とし

子
こ

①４期目　　　②無所属
③無限21　　　④会社員
⑤65歳　　　   ⑥袋

岩
いわ むら

村　龍
たつ

男
お

①３期目　　 ②自由民主党
③自由民主党　自民会派
④会社員　　⑤55歳
⑥汐見町

田
た

口
ぐち

　憲
のり

雄
お

①３期目　　 ②自由民主党
③自由民主党　自民会派
④会社員　　⑤56歳
⑥浜町

谷
たに ぐち

口　明
あき ひろ

弘
①３期目 　　　②無所属
③真志会 　　　④農業
⑤51歳 　　　   ⑥深川

真
ま

野
の

　頼
より たか

隆
①６期目　　　  ②無所属
③真志会　　　 ④自営業
⑤63歳　　　　⑥浦上町

牧
まき した

下　恭
やす ゆき

之
①６期目　　　　②公明党
③公明党　　　　④無職
⑤65歳　　　　　⑥牧ノ内

松
まつ もと

本　和
かず ゆき

幸
①９期目　　 ②自由民主党
③自由民主党　自民会派
④会社員　　⑤72歳
⑥古賀町

（議席番号順）
令和元年８月１日現在　　任期：令和元年５月１日～令和５年４月30日（４年間）
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新 た な 議 会 の 構 成
正副議長　　　議長　岩阪　雅文　　　副議長　牧下　恭之

常任委員会
委員会名 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

総務産業
定数８人

総務企画部、産業建設部、会計課、
選挙管理委員会、監査委員、農業
委員会、水道局、議会事務局の所
管事項に関すること

（委員長）
岩村　龍男 田中　　睦 桑原　一知 牧下　恭之
（副委員長）
小路　貴紀 髙岡　朱美 杉迫　一樹 松本　和幸

厚生文教
定数８人

福祉環境部、教育委員会、総合医
療センターの所管事項に関するこ
と

（委員長）
谷口　明弘 岩阪　雅文 渕上　茂樹 田口　憲雄
（副委員長）
藤本　寿子 平岡　　朱 木戸　理江 真野　頼隆

議会運営委員会
定数 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

６人
議会運営、議会の会議規則・委員
会条例等、議長の諮問に関するこ
と

（委員長）
松本　和幸 髙岡　朱美 藤本　寿子
（副委員長）
真野　頼隆 小路　貴紀 岩村　龍男

特別委員会
委員会名 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

環境対策
定数７人

水俣病対策及び環境保全に関する
諸問題の調査

（委員長）
桑原　一知 髙岡　朱美 木戸　理江 藤本　寿子
（副委員長）
松本　和幸 渕上　茂樹 小路　貴紀

高速交通対策
定数８人

南九州西回り自動車道の建設に関
する諸問題の調査

（委員長）
田口　憲雄 平岡　　朱 岩村　龍男 真野　頼隆
（副委員長）
田中　　睦 杉迫　一樹 谷口　明弘 牧下　恭之

庁舎建替等対策
定数８人 新庁舎建設に関する諸問題の調査

（委員長）
小路　貴紀 田中　　睦 渕上　茂樹 谷口　明弘
（副委員長）
岩村　龍男 髙岡　朱美 桑原　一知 松本　和幸

５月臨時会
　５月臨時会で、次の人事案に同意しました。
〇監査委員の選任について

　坂本　幸則氏（水俣市袋）、真野　頼隆氏（水俣市浦上町）
〇固定資産評価員の選任について

　竹下　浩久氏（水俣市南福寺）
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●
新
水
俣
駅
東
駐
車
場
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
水
俣
駅
東
駐
車
場
に
お
け
る

使
用
料
を
入
庫
か
ら
30
分
ま
で
無

料
と
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
援
護
資
金
の
利
率
を
３
％

か
ら
１
・
５
％
に
引
き
下
げ
る
も

の
で
す
。

●
水
俣
市
ま
ち
か
ど
健
康
塾
事
業
の

負
担
金
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
負
担
金

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

平
尾　

雅
述
（
水
俣
市
栄
町
）

●
移
住
定
住
推
進
事
業

　
２
０
０
万
円

　

東
京
23
区
等
か
ら
本
市
へ
移
住

し
た
者
に
対
し
移
住
支
援
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　

支
給
額　

単
身
：
60
万
円

　
　
　
　
　

世
帯
：
１
０
０
万
円

●
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

　
１
４
５
万
円

　

平
成
27
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
を
本
市
で
推
進
す
る
た
め
、

関
係
団
体
や
有
識
者
等
に
よ
る
会

議
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
民

向
け
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
を

行
う
も
の
で
す
。

●
道
の
駅
・
海
の
駅
整
備
事
業

　
７
９
６
万
円

●
物
産
振
興
強
化
事
業

　
５
５
５
万
円

●
県
道
水
俣
大
黒
町
線
改
良
工
事

　
　
　
　
　
２
，
０
９
５
万
円

　

丸
島

－

梅
戸
県
道
拡
幅
工
事
を

行
う
た
め
に
、
下
水
管
の
移
設
を

し
ま
す
。

●
丸
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
ポ
ン
プ
設

備
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
　
５
，
０
６
０
万
円

　

定
期
点
検
の
際
、
一
部
の
ポ
ン

プ
設
備
か
ら
金
属
音
が
あ
り
、
ポ

ン
プ
設
備
の
故
障
箇
所
が
確
認
で

き
た
事
か
ら
、
修
繕
を
行
い
ま
す
。

●
風
疹
抗
体
検
査
委
託
料

　
風
疹
予
防
接
種
委
託
料

４
６
０
万
円

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

を
対
象
に
実
施
す
る
風
疹
の
抗
体

検
査
及
び
予
防
接
種
の
委
託
料
で

す
。
対
象
の
方
は
、
無
料
で
抗
体

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が

必
要
に
な
っ
た
方
も
無
料
で
実
施

で
き
ま
す
。

●
緑
東
中
学
校
耐
震
化
工
事
（
外

壁
）
及
び
第
一
小
学
校
（
高
学
年

棟
）
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事

　
９
，
４
０
０
万
円

●
保
育
所
施
設
整
備
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
３
７
０
万
円

　

西
方
寺
認
定
子
ど
も
園
防
音
壁

設
置
工
事
等
へ
の
補
助
金
で
す
。

《
現
行
の
条
例
改
正
》

《
現
行
の
条
例
廃
止
》

６月定例会の報告
可決された補正予算・条例など

【令和元年度会計別補正予算】
（千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 133,697 16,513,516
国民健康保険 2,106 4,155,530
後期高齢者医療 44 413,075
介護保険 3,353 3,621,913
公共下水道 71,552 1,055,241
水道事業（収益的収入） ▲120 476,887
水道事業（収益的支出） ▲7,330 355,569
水道事業（資本的支出） ▲257 424,380

条
　
　

例

人
　
　

事

補
正
予
算
の
主
な
も
の
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議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党

自民会派
無限21 日本共産党

誠

心

会

公

明

党 結
　
　
果

議

員

名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
阪　

雅
文

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　
　

睦

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

髙
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 議長 〇賛 〇賛 □否 □否 □否 □否 □否 □否 〇賛 可決

賛成討論　●　重要なのは名称変更の是非ではなく、委員会の中で集中的に審査調査・活発な議論・一定
の結論を導く事。設置目的は変更せず、決して水俣病隠しなどではない。これまで国県市の
組織も名称変更しており、それによる交付金打ち切りという動きも無く県議会もしかり。水
俣病経験の町だからこそ環境に特化したまちづくりに取り組む姿勢が後押しされてきたと理
解する。これらを踏まえ、市議会においても名称を改め、水俣病問題に関する調査はもちろん、
環境問題を先駆的に議論し、市が長年取り組んで来た環境モデル都市づくりを重視する姿勢
をアピールできるものであると考える。

反対討論　●　残り続ける水銀、水俣病被害者の救済、特措法にある水俣市民の健康調査も道半ばである。
水俣が公害地域であること。その現実から目をそらしてはいけない。日本中世界中の人々が今、
水俣を注視している。

　　　　　●　「公害」を外すことは、世間的に「水俣病は終わった」との印象にもなりかねない。これま
で必死に闘い、生きてこられた水俣病患者ならびにご家族、関係者の気持ちをくむ選択はで
きないのか。

　　　　　●　本議案が提案された理由には、合理性が皆無である。また市議会に今後も「公害」という
看板を掲げ、しっかり取り組んでほしいと期待している市民がいる以上、その負託にこたえ
るのが市議会の役割である。

　　　　　●　市長も「水俣病問題が解決したとはいえない」と答弁された。被害者救済、環境復元につ
いても未だ課題が残る中、市議会における委員会の名称から公害を外すことはあまりにも失
礼で無責任である。

　　　　　●　これは水俣市政の根幹に関わる問題だ。今なお解決しない水俣病問題に真摯に向き合う姿
勢が問われている。水俣病という公害があり、その対策のための交付金があるが、それへの
影響について提案者から答えられていない。

賛 否 の 分 か れ た 議 案
特別委員会の名称変更について
提 案 者：真野 頼隆、木戸 理江、小路 貴紀、桑原 一知、岩村 龍男、

　　　　　田口 憲雄、谷口 明弘、牧下 恭之、松本 和幸　

提案理由：公害環境対策特別委員会の開催実績からして、環境全般にわたり幅広く議論する必要があるため。
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厚 生 文 教厚 生 文 教 総 務 産 業総 務 産 業
　条例の一部改正１件、条例の廃止１件、
　補正予算４件

●水俣市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

質疑―災害援護資金の据置期間経過後の貸付け利
率を３％から1.5％に改正するとのことであ
るが、近隣自治体の状況は

答弁―熊本地震の際に、３％で貸し付けていると
ころもあるが、近隣自治体も概ね1.5％であ
る。

質疑―本市における貸付け実績は
答弁―平成15年度の豪雨災害時に実績があるが、

その分はすでに償還済みであり、その後の
貸付け実績はない。

●水俣市まちかど健康塾事業の負担金に関する条

例を廃止する条例の制定について

質疑―これまでの利用者負担金の金額は
答弁―150円である。

●令和元年度水俣市一般会計補正予算（第１号）

中付託分について

質疑―劇団四季が行う公演の予定日と対象者は
答弁―本公演は、劇団四季が子どもを対象として

招待する「こころの劇場」という事業であ
り、公演予定日は、来年２月３日で、小学
生を対象としている。

質疑―未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・
特別給付金の内容は

答弁―10月からの消費税率引き上げに伴い、子ど
もの貧困に対応するための国の給付金であ
り、対象者は、10月31日現在において、こ
れまで法律婚をしたことがなく、かつ11月
分の児童扶養手当を受給する父または母で
ある。給付額は17,500円で、来年１月の児
童扶養手当の定時払いと合わせて支給する。
申請手続きは、８月の児童扶養手当の現況
届の手続きの際に予定している。

●令和元年度水俣市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）について

質疑―特定健康診査事業費の内容は
答弁―特定健診受診後、保健師による保健指導に

係る費用である。

　条例の一部改正１件、補正予算５件

●令和元年度水俣市一般会計補正予算（第１号）
中付託分について

質疑―地方創生ＳＤＧｓ総合戦略会議（仮称）は、
どのような方に委員をお願いするのか

答弁―従来から設置されていた地方創生に関するま
ち、ひと、しごとの有識者会議に、ＳＤＧｓ
の分野について、詳しい方に加わっていた
だき、15名程度を想定している。

質疑―会議において取り組む内容は
答弁―地方創生とＳＤＧｓの２つの側面から取り

組む予定である。地方創生については、国
の地方創生総合戦略が今年度で終了となり、
年末に第２期の戦略が示されることから、
地方版総合戦略を策定することが求めら
れるため、その策定に向け取り組んでいく。
ＳＤＧｓについては、内閣府がＳＤＧｓ未来
都市を掲げており、本市においても2020年
度の選定に向けて、エントリーを予定して
おり、この提案書をまとめる作業を行って
いく。

質疑―果樹競争力強化推進事業補助金について、
どういった効果が期待できるのか

答弁―主に水量計を導入して、デコポン栽培にお
ける水量のデータを把握する実証試験等を
行うことで、デコポンの合格率の向上と、
プレミアムデコポンの生産技術の確立が期
待できる。

●令和元年度水俣市公共下水道事業特別会計補正
予算（第１号）について

質疑―県道水俣港大黒町線改良工事に伴う汚水枝
線付替工事は、市の予算で対応することに
なるのか

答弁―通常、占用物件が支障になった場合は、占
用者が移設することが許可条件になってお
り、本市の予算で対応することとなる。

●令和元年度水俣市公共下水道事業特別会計補正
予算第２号について

質疑―丸島雨水ポンプ場のポンプ設備補修工事に、
国、県の補助金を活用できないのか

答弁―市が策定した下水道ストックマネジメント
計画において、ポンプ設備更新計画を立て、
整備局へ申請をしていれば、補助金を活用
できる可能性もあったが、突発的な部品の
故障であったことや平成30年から令和４年
まで第１期計画に、牧ノ内雨水ポンプ場の
みをメニューとしてあげていたため、残念
ながら、補助金を活用することができな
かった。また、起債については、公共下水
道事業債を使うことになった。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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あなたの声を市政に

●真野　頼隆

　１．第６次水俣市総合計画について
　２．観光振興について
　３．自発的なまちづくり活動による地域の活性化

について
　４．スクールバスの利活用について

●藤本　寿子

　１．水俣市環境基本計画の進捗状況と今後について
　２．道の駅・海の駅の整備事業について
　３．運転免許証自主返納者への支援について
　４．本年４月の統一地方選挙における水俣市議会

の女性議員数の躍進について

●髙岡　朱美

　１．国民健康保険の負担軽減について
　２．交通弱者の安全確保について
　３．水俣川河口臨海部振興構想について

●小路　貴紀

　１．新庁舎建設について
　２．エコパーク水俣及びその周辺の整備について
　３．スポーツ関連について
　４．防犯カメラについて
　５．住民サービスの向上について

●田中　睦

　１．市の財政状況について
　２．観光振興について
　３．学校教育問題について

●平岡　朱

　１．児童の放課後の居場所について
　２．高齢者緊急対応支援事業について
　３．水俣病について

●牧下　恭之

　１．高齢者運転免許証返納支援について
　２．新生児聴覚スクリーニング検査について
　３．子ども医療費助成事業における現物給付につ

いて

●杉迫　一樹

　１．障がい者雇用について
　２．バリアフリー（ユニバーサルデザイン）環境

整備について
　３．災害時の安全確保について

●桑原　一知

　１．子どもたちの安心・安全な教育環境について
　２．農業の活性化について
　３．魅力ある商店街づくりについて
　４．特殊詐欺対策について

各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料はご自分の負担となります。

紙面から動画にリンク
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第
６
次
水
俣
市
総

合
計
画
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
つ
い
て

問
　
将
来
都
市
像
を
ど
の

よ
う
に
市
内
外
へ
広
め
て

い
く
の
か

答　

広
報
み
な
ま
た
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

画
面
に
掲
載
し
広
め
て
い

く
。
ま
た
、
蘇
峰
記
念
館

横
に
垂
れ
幕
の
掲
示
を
検

討
す
る
。

問
　
施
策
の
実
現
に
は
か

な
り
の
財
源
が
必
要
だ
が

答　

自
主
財
源
に
は
限
り

が
あ
る
た
め
、
国
、
県
の

補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
遊
休
資
産
の

活
用
で
歳
入
を
増
や
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
歳
出

を
抑
え
財
源
を
確
保
し
て

い
く
。

問
　
市
民
、
職
員
、
関
係

団
体
に
何
を
望
む
の
か

答　

市
民
、
関
係
団
体
に

は
、
市
の
取
り
組
み
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
課
題
の
解
決

に
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。
職
員
に
は
改
革
を
恐
れ

ず
、
水
俣
市
の
発
展
の
た
め

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

問
　
自
治
会
で
は
高
齢
化

に
よ
り
組
織
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
る
。
地
域
の
活

性
化
に
は
住
民
の
自
発
的

な
活
動
が
必
要
だ
が
、
市

は
現
在
の
26
自
治
会
を
維

持
、
存
続
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
自

治
会
を
目
指
す
の
か

答　

自
治
会
の
規
模
を
ど

う
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
文
化
や
歴
史
、

生
活
環
境
に
違
い
が
あ
り
、

市
が
一
概
に
決
め
ら
れ
な

い
。

問
　
市
の
職
員
を
各
自
治

会
に
２
名
づ
つ
割
り
振
り

自
治
会
活
動
や
地
域
行
事

等
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か

答　

職
員
が
地
域
に
入
っ

て
活
動
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
直
接

感
じ
取
れ
る
機
会
で
あ
り
、

ま
た
、
業
務
に
反
映
で
き
、

大
変
有
意
義
と
考
え
積
極

的
に
呼
び
か
け
る
。

　

自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
よ
る

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

真野　頼隆  議員

（真志会）

みんなが幸せを感じ
　笑顔あふれる元気なまち水俣

問
　
い
ろ
ん
な
観
光
資
源

が
あ
る
が
、
何
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か

答　

湯
の
児
は
海
を
活
か

し
た
Ｓサ

ッ

プ
Ｕ
Ｐ
な
ど
の
マ
リ

ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
湯

の
鶴
は
温
泉
街
の
風
情
豊

か
な
景
観
、
エ
コ
パ
ー
ク

は
バ
ラ
園
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
観
光
入
込
客
数

の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
中
尾
山
公
園
は
眺
望

が
素
晴
ら
し
い
の
で
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

売
り
出
せ
な
い
か

答　

中
尾
山
公
園
は
秋
の

コ
ス
モ
ス
を
は
じ
め
、
春

は
菜
の
花
、
桜
、
芝
桜
、

つ
つ
じ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど

年
間
を
通
じ
花
々
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
標
高

３
０
０
メ
ー
ト
ル
と
ハ
イ

キ
ン
グ
に
は
最
適
な
の
で
、

季
節
に
応
じ
た
耳
寄
り
な

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
く
。

問
　
土
曜
、
日
曜
、
祭
日

の
部
活
動
の
対
外
試
合
の

送
迎
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

使
用
は
可
能
か

答　

現
在
７
台
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
あ
る
が
、
３
カ

月
毎
の
整
備
や
点
検
、
部

活
動
の
公
平
性
、
運
転
手

の
確
保
、
運
行
経
費
問
題

等
、
解
決
す
べ
き
課
題
は

あ
る
が
、
ま
ず
は
部
活
動

の
対
外
試
合
の
送
迎
の
実

態
に
つ
い
て
調
査
し
検
討

し
て
い
く
。

ＳＵＰ（スタンドアップパドルボード）

議会
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問
　
環
境
基
本
計
画
の
理

念
は
、
何
で
あ
っ
た
か

答　

「
環
境
首
都
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
の

プ
ラ
ン
で
あ
る
。

問
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本

一
の
鹿
児
島
県
大
崎
町
に

視
察
に
行
き
、
水
俣
市
は

資
源
ご
み
の
２
次
処
理
施

設
が
不
足
し
て
い
る
と

思
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
次
の
計
画
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か

答　

具
体
性
に
応
じ
て
盛

り
込
み
た
い
と
考
え
る
。

問
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

に
つ
い
て
は
、
発
生
抑
制

か
ら
、
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
水
俣
市

水
俣
市
環
境
基
本
計

画
の
進
捗
状
況
は

道
の
駅
、
海
の
駅
の

整
備
事
業
に
つ
い
て

運
転
免
許
自
主

返
納
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か

答　

関
係
各
課
と
十
分
に

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

問
　
第
三
次
計
画
も
力
強

く
進
め
て
ほ
し
い

答　

進
め
て
い
く
。

問
　
今
回
、「
施
設
整
備

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
委
託

料
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
経
過
で
決
め

ら
れ
た
の
か

答　

整
備
費
用
が
増
大
し

た
た
め
、
基
本
構
想
や
基

本
計
画
に
つ
い
て
改
め
て

策
定
す
る
。

問
　
市
長
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

答　

水
俣
の
顔
と
な
る
よ

う
な
広
域
交
流
拠
点
と
考

え
て
い
る
。

問
　
着
工
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

答　

現
時
点
で
は
、
い
つ

ま
で
か
決
ま
っ
て
な
い
。

　

本
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る

　

水
俣
市
議
会
の
女
性
議
員
数
の
躍
進
に
つ
い
て

藤本　寿子  議員

（無限21）

水俣市環境基本計画の更なる推進を

問
　
自
主
返
納
さ
れ
る
方

か
ら
何
か
要
望
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
か

答　

「
運
転
免
許
自
主
返

納
特
典
制
度
」
へ
の
申
請

を
警
察
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
で
き
な
い
か
と
い
う
要

望
が
あ
る
。
制
度
利
用
者

は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
、

現
在
関
係
機
関
で
協
議
中

で
あ
る
。

問
　
み
な
く
る
バ
ス
や
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
補
助

だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
へ

の
補
助
を
求
め
る
返
納
者

が
多
い
。
補
助
を
考
え
ら

れ
な
い
か

答　

国
の
方
で
タ
ク
シ
ー

代
へ
の
補
助
の
動
き
が
あ

り
、
そ
の
動
向
を
見
て
実

施
す
る
。

問
　
熊
本
県
下
の
各
市
町

村
の
女
性
議
員
の
比
率
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
た
か

答　

９
・
２
％
で
あ
る
。

問
　
水
俣
市
の
女
性
議
員

数
の
比
率
は
、
県
下
で
何

番
目
に
な
る
か

答　

水
俣
市
の
女
性
議
員

の
比
率
は
25
％
で
県
下
で

は
１
番
で
あ
る
。

問
　
水
俣
市
の
女
性
議
員

の
躍
進
を
ど
の
よ
う
に
思

う
か

答　

幅
広
い
分
野
に
お
け

る
女
性
の
意
見
が
直
接
、

市
政
に
届
い
た
り
、
女
性

特
有
の
感
性
に
よ
る
議
論

が
活
発
に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
今
回
、
４
人
も
の
女

性
議
員
が
誕
生
し
た
。
こ

の
４
人
と
の
懇
談
を
含
め
、

女
性
の
政
治
参
加
を
促
す

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か

答　

今
後
策
定
す
る
第
４

次
水
俣
市
男
女
共
同
計
画

の
な
か
で
検
討
す
る
と
と

も
に
、
幅
広
く
市
民
が

「
政
治
参
加
」
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。
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国
保
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想
に
つ
い
て

交
通
弱
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問　

国
保
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
が
全
国
的
に
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

国
保
の
保
険
税
の
算
出
に

用
い
ら
れ
る
均
等
割
は
一

人
い
く
ら
か

答　

医
療
分
が
年
間
１
６
，

２
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
７
，０
０
０
円
だ
。

問　

国
保
で
は
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
と
、
お
祝
い
金

を
も
ら
う
ど
こ
ろ
か
合
計

２
３
，
２
０
０
円
の
保
険

税
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
中
小
業
者
や
大
企

業
が
加
入
す
る
他
の
健
康

保
険
は
こ
う
い
う
計
算
方

式
は
用
い
て
い
な
い
。
子

育
て
支
援
に
逆
行
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
18
歳

以
下
の
均
等
割
を
廃
止
す

る
自
治
体
も
出
て
き
た
。

本
市
で
も
や
れ
な
い
か

答　

全
国
知
事
会
、
市
町

村
会
が
国
に
支
援
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問　

国
は
、
水
俣
病
被
害

に
起
因
す
る
医
療
費
は
、

第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の

と
み
な
し
、
国
保
財
政
に

特
別
調
整
交
付
金
を
出
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
何
年
も
約
束
し
た
通
り

に
払
わ
れ
て
い
な
い
。
満

額
出
す
よ
う
も
っ
と
積
極

的
に
働
き
か
け
、
国
保
財

政
の
負
担
軽
減
に
努
め
て

は
い
か
が
か

答　

１
市
２
町
共
同
で
水

俣
病
対
策
の
一
環
と
し
て

引
き
続
き
国
に
要
望
し
て

い
く
。

問　

事
業
全
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

答　

今
年
度
末
か
ら
２
年

か
け
て
鋼
矢
板
で
海
を
仕

切
る
。
そ
の
後
３
〜
４
年

か
け
て
土
砂
投
入
、
干

潟
整
備
、
藻
場
を
設
置
。

さ
ら
に
４
年
か
け
防
波

堤
、
臨
海
部
道
路
を
新
設

し
、
臨
海
部
計
画
終
了
は

２
０
２
９
年
の
予
定
。
水

俣
川
河
口
部
は
、
臨
海
部

と
同
時
に
海
か
ら
内
陸
に

向
か
っ
て
工
事
を
始
め
、

５
年
で
完
成
。
以
上
が
す

べ
て
終
わ
っ
た
後
、
道
路

拡
幅
工
事
に
着
工
し
、
構

想
全
体
が
完
了
す
る
の
は
、

12
年
後
の
２
０
３
２
年
で

あ
る
。

問　

市
長
は
事
業
の
目
的

は
産
業
振
興
、
漁
業
振
興

と
言
っ
て
い
る
が
、
東
京

豊
洲
市
場
の
例
も
あ
る
。

こ
の
土
地
に
は
工
場
廃
棄

物
が
大
量
に
埋
設
さ
れ
て

お
り
、
利
用
す
る
前
に
詳

細
な
土
壌
汚
染
状
況
調
査

が
必
要
で
は
な
い
か

髙岡　朱美  議員

（日本共産党）

18歳未満の均等割り廃止で
国保の負担軽減、子育て支援を

答　

こ
れ
ま
で
水
質
等
の

調
査
で
異
常
は
な
い
。
改

め
て
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

問　

昭
和
63
年
に
、
市
浄

化
セ
ン
タ
ー
建
設
地
か
ら

基
準
の
33
倍
を
超
え
る
水

銀
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の

と
き
も
水
質
に
異
常
は
出

て
い
な
か
っ
た
。
土
壌
汚

染
防
止
対
策
法
に
則
っ
て

検
査
が
必
要
で
な
い
か
県

に
確
認
し
た
ら
ど
う
か

答　

県
に
は
相
談
す
る
。

問　

シ
ニ
ア
カ
ー
、
車
い

す
の
道
路
交
通
法
上
の
扱

い
は
何
か

答　

歩
行
者
と
同
じ
だ
。

問　

市
内
の
歩
道
は
状
態

が
悪
く
車
道
に
降
り
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ど
う
対
応
す
る
の
か

答　

現
状
は
国
の
交
付
金

を
利
用
し
て
の
改
良
に
な

る
が
、
国
の
交
付
金
対
象

は
要
件
が
限
ら
れ
て
い
る
。

歩
道
改
良
は
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
予
算
確
保
に

努
め
な
が
ら
可
能
な
範
囲

で
進
め
る
。
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て
対
応
を
お
願
い
す
る
。

新
庁
舎
建
設

ス
ポ
ー
ツ
関
連

防
犯
カ
メ
ラ

住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

問
　
県
内
他
自
治
体
の
進

捗
及
び
入
札
状
況
は

答　

庁
舎
建
替
え
を
実
施

ま
た
は
予
定
し
て
い
る
８

市
町
の
う
ち
３
市
町
で
、

い
ず
れ
も
１
度
目
は
入
札

中
止
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
地
方
の
大
型
公
共
事

業
に
対
す
る
社
会
情
勢
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か

答　

人
件
費
及
び
資
材
価

格
が
上
昇
し
て
お
り
、
人

手
不
足
や
資
材
供
給
の

ひ
っ
迫
が
影
響
し
て
い
る
。

問
　
本
市
で
入
札
不
調
と

な
っ
た
場
合
、
時
間
的
余

裕
は
あ
る
か

答　

ほ
と
ん
ど
余
裕
は
な

い
状
態
で
あ
り
、
工
期
に

も
影
響
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
地
元
へ
の
経
済
効
果

に
波
及
さ
せ
る
べ
き
だ
が

答　

工
事
の
発
注
方
式
や

地
元
産
木
材
を
使
用
す
る

等
、
地
元
事
業
者
の
参
画

機
会
を
考
え
て
い
く
。

問
　
道
の
駅
・
海
の
駅
整

備
事
業
と
は

答　

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

す
こ
と
と
し
た
施
設
整
備

計
画
に
お
い
て
、
施
設
の

配
置
や
規
模
、
事
業
費
等

に
つ
い
て
改
め
て
適
正
な

管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問
　
合
宿
が
し
や
す
い
入

浴
や
簡
易
宿
泊
施
設
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が

答　

関
係
団
体
等
に
意
見

を
聴
取
し
、
判
断
し
た
い
。

問
　
エ
コ
パ
ー
ク
利
用
者

の
快
適
性
を
保
つ
た
め
蚊

や
ブ
ヨ
の
発
生
を
抑
止
す

る
装
置
の
設
置
を
望
む
が

答　

害
虫
の
発
生
を
抑
え

る
た
め
に
は
必
要
と
考
え

る
た
め
、
関
係
先
に
伝
え

問
　
日
本
体
育
大
学
と
の

連
携
で
、
子
ど
も
た
ち
の

協
力
を
得
て
サ
ラ
玉
・
柑

橘
類
・
お
茶
等
を
大
学
学

食
に
提
供
し
て
み
て
は

答　

大
学
と
の
連
携
を
深

め
、
地
元
名
産
の
評
判
を

広
め
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
た
め
、
今
後
効
果
的
な

方
法
を
考
え
て
い
く
。

問
　
６
月
２
日
に
初
開
催

の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
交
流
会
の
評
価

は答　

子
ど
も
・
指
導
者
・

寄
附
者
等
、
約
１
５
０
名

の
出
席
を
得
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
等
の
交
流
が
で
き

た
。
指
導
者
か
ら
「
多
く

の
地
元
企
業
に
支
え
ら
れ

小路　貴紀  議員

（真志会）

平日の仕事前後に住民票等の手続き
ができる住民サービス向上の実現を

て
感
謝
」、
寄
附
者
か
ら

「
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
が

分
か
っ
て
良
か
っ
た
」
等

の
声
を
い
た
だ
い
た
。

問
　
来
年
５
月
６
日
に
本

市
で
聖
火
リ
レ
ー
の
開
催

が
決
定
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
活
性
化
の
起
爆

剤
に
す
べ
き
で
は

答　

聖
火
リ
レ
ー
の
盛
り

上
が
り
を
関
連
イ
ベ
ン
ト

に
反
映
さ
せ
、
特
に
子
ど

も
た
ち
に
は
感
動
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
毎
年
５
月
に
全
国

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ

の
参
加
を
検
討
し
て
み
て

は答　

今
後
検
討
し
た
い
。

問
　
市
民
生
活
の
安
心
安

全
を
目
的
と
し
た
防
犯
対

策
や
犯
罪
抑
止
等
の
た
め

に
必
要
で
は

答　

地
域
住
民
や
通
学
児

童
・
生
徒
の
安
心
感
、
犯

罪
抑
止
も
期
待
で
き
る
。

現
在
、
自
動
販
売
機
に
「
見

守
り
カ
メ
ラ
」
と
し
て
10

カ
所
設
置
し
て
お
り
、
今

後
と
も
関
係
先
と
協
議
の

上
、
地
域
防
犯
に
努
め
る
。

問
　
住
民
が
仕
事
前
や
仕

事
後
に
住
民
票
等
の
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

み
て
は

答　

県
内
11
市
が
週
１
回

程
度
、
終
業
時
間
の
延
長

等
で
対
応
し
て
い
る
こ
と

か
ら
本
市
で
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
及

び
そ
の
周
辺
の
整
備
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問
　
水
俣
イ
ン
タ
ー
開
通

後
の
観
光
入
込
数
の
増
加

は
ど
れ
く
ら
い
か

答　

全
体
的
な
数
値
は

把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
が
昨
年

の
１
・
５
倍
に
あ
た
る
約

９
万
人
の
来
場
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
増
加
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
開
通
効
果

の
検
証
を
ど
う
す
る
の
か

答　

観
光
統
計
調
査
に
よ

り
、
今
年
の
数
値
が
公
表

さ
れ
た
後
、
傾
向
を
分
析

し
て
観
光
振
興
施
策
に
反

映
し
て
い
く
。

問
　
湯
の
児
海
岸
線
の
桜

の
植
え
替
え
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

湯
の
児
海
岸
線
の
桜

は
植
樹
さ
れ
て
約
60
年
が

経
過
し
て
い
る
。
一
気
に

植
え
替
え
は
で
き
な
い
の

で
、
長
寿
命
化
を
図
り
な

が
ら
段
階
的
に
植
え
替
え

を
進
め
て
い
く
。

問
　
基
金
残
高
と
市
債
残

高
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

19
基
金
の
総
額
は
、

平
成
30
年
度
末
で
約
36
億

８
，２
０
０
万
円
。
こ
の

う
ち
一
般
財
源
と
し
て
使

え
る
財
政
調
整
基
金
は
、

約
11
億
８
，９
０
０
万
円
。

市
債
残
高
は
約
１
４
９
億

５
，６
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
　
今
後
の
見
通
し
は

答　

社
会
福
祉
関
係
や
子

育
て
支
援
に
係
る
扶
助
費
、

公
債
費
、
人
件
費
の
増
な

ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
。

財
政
不
足
を
補
う
た
め
に

基
金
の
取
り
崩
し
が
必
要

と
な
り
、
基
金
残
高
は
減

少
す
る
。
公
債
費
の
負
担

が
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

し
な
い
よ
う
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
、
歳
入
確
保
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
そ
の
具
体
策
は

答　

来
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
事

務
事
業
に
対
し
て
費
用
対

効
果
の
観
点
か
ら
徹
底
し

た
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
自

主
財
源
の
確
保
が
大
事
だ
。

そ
の
た
め
に
も
地
場
企
業

の
育
成
が
必
要
で
、
雇
用

の
創
出
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
花
期
の
長
い
河
津
桜

な
ど
を
植
え
て
、
ひ
と
月

間
を
桜
祭
り
に
し
て
湯
の

児
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ン
を
Ｐ

Ｒ
で
き
な
い
か
。
２
月
の

河
津
桜
か
ら
、
菜
の
花
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
芝
桜
、

ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
、
７

月
の
ヒ
マ
ワ
リ
ま
で
、
花

が
咲
き
続
け
る
ま
ち
水
俣

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
そ
れ

に
合
わ
せ
た
ス
イ
ー
ツ
な

ど
を
開
発
す
れ
ば
、
漁
師

市
、
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
祭

り
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て

観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
ど
う
か

答　

花
が
ず
っ
と
続
く
ま

ち
と
い
う
印
象
は
、
水
俣

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
な

の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
財
政
状
況

観
光
振
興

学
校
教
育
問
題

問
　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
効

果
は
出
て
い
る
か

答　

効
果
が
表
れ
る
の
は

２
〜
３
年
後
か
ら
な
の
で
、

本
市
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

問
　
超
過
勤
務
を
減
ら
す

対
策
と
し
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
か

答　

統
合
型
支
援
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
。
本

年
度
か
ら
実
質
的
な
運
用

を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

留
守
番
電
話
を
設
置
し
て
、

教
職
員
に
よ
る
電
話
対
応

は
原
則
、
授
業
日
の
業
務

時
間
内
と
し
、
時
間
外
は

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る

対
応
を
始
め
た
。

問
　
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
不
適
切
な
使
い
方

に
関
す
る
実
態
把
握
と
指

導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か

答　

勤
務
時
間
の
過
少
申

告
が
な
い
よ
う
、
機
会
あ

る
ご
と
に
指
導
し
て
い
る
。

過
少
申
告
の
報
告
は
な
い
。

田中　睦  議員

（無限21）

花とスイーツで観光振興を

解体が進む旧庁舎

２月初旬の河津桜
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問
　
学
童
ク
ラ
ブ
以
外
に

児
童
の
放
課
後
の
居
場
所

は
ど
の
よ
う
な
所
が
あ
る

と
思
う
か

答　

社
会
体
育
及
び
教
育

活
動
、
児
童
館
等
の
公
共

施
設
、
自
宅
や
習
い
事
先

の
他
、
学
校
に
お
け
る
放

課
後
補
充
教
室
や
、
国
の

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に

掲
げ
ら
れ
る
放
課
後
子
ど

も
教
室
等
の
取
り
組
み
も

考
え
ら
れ
る
。

問
　
地
域
住
民
が
参
加
し

て
の
児
童
の
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い

け
な
い
か

答　

様
々
な
選
択
肢
が
あ

る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
子
ど
も
た

ち
を
地
域
全
体
で
見
守
り

支
え
る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
使
え
る
教
室
が
あ
れ

ば
そ
こ
に
学
童
を
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
小
学

校
に
空
き
教
室
は
な
い
か

答　

今
の
と
こ
ろ
空
き
教

室
は
な
い
。

問
　
現
在
ひ
と
り
親
家
庭

の
場
合
、
公
設
の
学
童
ク

ラ
ブ
で
は
子
ど
も
１
人
に

つ
き
月
額
３
，
０
０
０
円

の
補
助
金
が
出
て
い
る
。

民
設
の
学
童
に
も
同
じ
よ

う
に
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

補
助
金
を
適
用
で
き
な
い

か答　

水
俣
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
補
助
制
度
で
あ
り

ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
お
く
。

問
　
学
童
支
援
員
の
成
り

手
が
い
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
る
。
市
か
ら
の
委
託

料
を
増
や
す
な
ど
し
て
処

遇
改
善
が
で
き
な
い
か

答　

改
善
に
必
要
な
経
費

に
充
て
る
た
め
の
補
助
事

業
等
の
制
度
を
活
用
し
処

遇
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う

周
知
に
努
め
た
い
。

問
　
緊
急
通
報
装
置
を
貸

与
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
等
の
急
病
や
災
害
等

の
緊
急
時
対
応
の
た
め
連

絡
体
制
の
整
備
・
委
託
事

業
者
か
ら
定
期
的
に
電
話

に
よ
る
安
否
確
認
を
行
っ

て
い
る
こ
の
事
業
の
現
在

の
利
用
者
数
は
何
人
か

答　

利
用
者
数
は
26
人

問
　
独
居
高
齢
者
数
は
何

人
か

答　

２
，１
２
３
人

平岡　朱  議員

（日本共産党）

児童が安心して過ごせる
　　居場所づくりの促進を

問
　
他
自
治
体
の
実
施
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

県
内
13
市
全
市
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
　
利
用
者
が
少
な
い
の

は
対
象
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
で
は
な
い
か
。
県
内
で

も
水
俣
市
と
山
鹿
市
を
除

い
て
は
課
税
・
非
課
税
世

帯
に
関
係
な
く
利
用
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

一
部
負
担
金
が
あ
っ
た
と

し
て
も
市
民
税
課
税
世
帯

ま
で
対
象
者
を
拡
充
す
る

考
え
は
な
い
か

答　

市
民
税
課
税
世
帯
ま

で
対
象
者
を
拡
充
す
る
こ

と
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問
　
水
俣
病
問
題
は
現
在

も
進
行
中
と
考
え
る
が
い

か
が
か

答　

認
定
申
請
を
さ
れ
る

方
や
司
法
の
場
に
救
済
を

求
め
る
方
も
お
り
解
決
し

た
と
は
い
え
な
い
状
況
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
　
被
害
者
救
済
で
も
水

俣
市
も
で
き
る
こ
と
を
続

け
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か

答　

本
市
と
し
て
は
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、
多
く
の
市
民
の
声

を
国
や
県
、
原
因
企
業
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

問
　
水
俣
病
は
終
わ
っ
て

い
な
い
と
考
え
て
よ
い
か

答　

公
式
確
認
か
ら
63
年

経
過
し
て
い
る
現
在
で
も

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

児
童
の
放
課
後
の

居
場
所
に
つ
い
て

高
齢
者
緊
急
対
応

支
援
事
業
に
つ
い
て

水
俣
病
に

　
　
つ
い
て
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問
　
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
の
支
援
策
の

検
討
を
進
め
た
の
か

答　

現
在
７
，５
０
０
円

分
の
、
み
な
く
る
バ
ス
の

回
数
券
、
ま
た
は
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
運
転
経

歴
証
明
書
の
発
行
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
発
行
手

数
料
１
，１
０
０
円
を
補

助
す
る
制
度
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自

主
返
納
特
典
の
申
請
と
運

転
免
許
証
返
納
の
申
請
と

併
せ
て
、
水
俣
警
察
署
内

の
交
通
安
全
協
会
の
窓
口

で
一
括
し
て
済
ま
さ
れ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
協
議

高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
に
お
け
る
現
物

給
付
に
つ
い
て

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
る
。

問
　
自
主
返
納
を
促
す
取

り
組
み
の
成
果
は

答　

自
主
返
納
特
典
制
度

を
開
始
し
た
28
年
度
は
85

人
、
29
年
度
が
１
０
６
人
、

30
年
度
が
１
０
９
人
と

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
　
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
及
び
免
許
証
返
納
者

に
対
し
て
、
み
な
く
る
バ

ス
乗
車
パ
ス
券
を
発
行
で

き
な
い
か

答　

今
年
度
に
策
定
す
る

水
俣
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
第
２
期
計
画

に
お
い
て
、
交
通
事
業
者

等
の
関
係
機
関
と
も
協
議

を
行
い
、
み
な
く
る
バ
ス

の
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
及
び
免
許
返
納
者
の
無

料
化
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

牧下　恭之  議員

（公明党）

75歳以上の後期高齢者及び免許証返納者に
　　　　　　　みなくるバス無料乗車券を

問
　
こ
の
検
査
の
実
施
可

能
な
医
療
機
関
は
い
く
つ

あ
る
か

答　

出
生
後
数
日
内
に
医

療
機
関
で
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
産
科
を

持
つ
２
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
る
。

問
　
直
近
の
出
生
数
と
初

回
検
査
実
施
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

平
成
30
年
度
が

１
３
５
人
で
、
初
回
検

査
の
実
施
率
は
96
・
３
％
。

平
成
29
年
度
の
全
国
の
実

施
率
は
81
・
８
％
で
あ
る
。

問
　
検
査
結
果
は
す
べ
て

把
握
し
て
い
る
か

答　

生
後
２
カ
月
頃
ま
で

に
乳
児
全
戸
訪
問
に
て
、

母
子
健
康
記
録
票
に
転
記

し
て
い
る
。

問
　
検
査
を
受
け
て
い
な

い
新
生
児
に
対
す
る
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

検
査
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
の
紹
介
等
の

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
市
民
へ
の
周
知
啓
発

の
取
り
組
み
は
ど
う
し
て

い
る
か

答　

母
子
健
康
手
帳
交
付

時
に
検
査
の
必
要
性
を
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
出

産
後
は
、
産
科
医
療
機
関

に
お
い
て
、
再
度
、
検
査

の
必
要
性
等
の
周
知
及
び

説
明
を
行
い
、
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。

問
　
県
内
の
医
療
機
関
を

受
診
し
た
際
、
医
療
機
関

か
ら
市
へ
請
求
す
る
現
物

給
付
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

県
内
医
療
機
関
受
診

分
の
現
物
給
付
化
は
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
く
実
施
で
き
る

よ
う
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
現
在
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
具
体
的
な
実
施
時
期

は
い
つ
頃
を
検
討
し
て
い

る
か

答　

県
内
医
療
機
関
受
診

分
の
現
物
給
付
化
に
伴
う
、

シ
ス
テ
ム
改
修
及
び
県
医

師
会
を
含
む
関
係
機
関
へ

の
周
知
を
行
う
期
間
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
来
年
度

中
に
は
開
始
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。

受給者証裏面の一部
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問
　
水
俣
市
在
住
の
障
が

い
者
の
一
般
就
労
の
現
状

と
実
績
は
ど
う
か

答　

平
成
30
年
度
の
実
績

で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者

数
１
２
２
人
で
、
そ
の
内

雇
用
に
つ
な
が
っ
た
の
は

26
人
で
あ
っ
た
。

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

い
て
水
俣
市
内
か
ら
の
民

間
企
業
の
障
が
い
者
向
け

求
人
が
た
っ
た
の
１
件
し

か
出
て
い
な
い
現
状
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か

答　

誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

障
が
い
者
に
対
す
る
一
層

の
理
解
が
進
み
、
求
人
数

が
増
え
て
い
く
よ
う
事
業

所
及
び
管
理
者
に
対
す
る

周
知
啓
発
を
推
進
す
る
。

問
　
障
が
い
者
を
雇
用
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
る
か

答　

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
認

識
は
な
く
、
お
互
い
が
住

み
や
す
く
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
障
が
い
者
向
け
就
職

相
談
会
を
市
の
主
催
に
て

開
催
で
き
な
い
か

答　

水
俣
市
独
自
に
開
催

で
き
な
い
か
、
民
間
の
就

職
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
で
代
替
で
き
な
い

か
な
ど
、
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
調
査
す
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

答　

新
た
に
建
設
す
る
市

庁
舎
や
改
築
を
進
め
て
い

る
市
営
住
宅
、
公
園
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
導
入
を
推
進

し
て
い
き
、
誰
も
が
使
い

や
す
く
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
施
設
の
整
備
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
仮
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か

答　

新
た
な
投
資
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
ず
、
引
き
続
き
検
討

す
る
。
２
階
へ
上
が
る
必

要
が
あ
る
車
イ
ス
な
ど
の

お
客
様
が
い
る
場
合
は
、

研
修
を
受
け
た
職
員
が
移

動
の
介
助
を
行
う
。

問
　
市
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
障
が
い
者
優
先
駐
車

ス
ペ
ー
ス
に
、
迷
惑
駐
車

抑
制
の
看
板
を
設
置
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
い
か
が

か答　

公
共
施
設
な
ど
に
は
、

適
正
な
看
板
の
設
置
を
進

め
て
い
く
。
ハ
ー
ト
フ
ル

パ
ス
制
度
の
協
力
店
に
つ

い
て
は
、
県
や
関
係
各
所

と
協
力
し
、
順
次
お
願
い

し
て
い
く
。
民
間
の
事
業

所
、
店
舗
等
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
方
法
を
提
示
し
、

促
し
て
い
く
。

杉迫　一樹  議員

（無限21）

ユニバーサルデザインを推進し
　　　　　　安心安全なまちへ

問
　
市
内
の
避
難
所
の
数

と
、
障
が
い
者
や
高
齢
者

が
避
難
で
き
る
避
難
所
は

何
カ
所
あ
る
か

答　

市
で
管
理
す
る
避
難

所
は
21
カ
所
、
地
域
で
管

理
す
る
避
難
所
は
38
カ
所

あ
り
、
す
べ
て
の
障
が
い

者
や
高
齢
者
が
利
用
で
き

る
。
ま
た
、
市
で
管
理
す

る
21
カ
所
の
う
ち
、
11
カ

所
は
車
イ
ス
の
利
用
が
可

能
で
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

も
や
い
館
が
利
用
で
き
る
。

総
合
体
育
館
、
消
防
本
部
、

水
俣
病
資
料
館
に
は
、
敷

き
マ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な

ど
の
居
住
環
境
の
整
備
を

行
な
っ
て
い
る
。

問
　
避
難
所
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
誘
導
、
避
難
経
路
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か

答　

避
難
行
動
要
支
援
者

の
方
々
を
対
象
に
、
個
別

に
避
難
支
援
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。

障
が
い
者
雇
用

に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
環

境
整
備
に
つ
い
て

災
害
時
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

仮庁舎内の中央階段

仮庁舎玄関前の優先駐車スペース
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問
　
通
学
路
の
安
全
点
検

は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か

答　

学
校
や
保
護
者
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
箇
所
を
、

警
察
・
学
校
・
県
・
教
育

委
員
会
・
土
木
課
が
連
携

し
、
合
同
点
検
を
行
い
、

危
険
箇
所
を
抽
出
し
て
い

る
。

問
　
危
険
箇
所
へ
の
対
応

要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
進

捗
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

答　

対
策
が
実
施
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
学
校

に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

問
　
交
通
安
全
・
防
犯
教

育
の
取
り
組
み
は
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か

答　

交
通
安
全
教
室
や
定

期
的
な
自
転
車
点
検
。
ま

た
、
不
審
者
侵
入
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
な
ど
実
施

し
て
い
る
。

問
　
学
童
ク
ラ
ブ
が
な
い

地
域
が
あ
る
が
、
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

夏
休
み
期
間
中
、
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
等
で
の
受
け
入

れ
を
検
討
で
き
な
い
か

答　

送
迎
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
民
設
民
営
の

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
案

内
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏

休
み
期
間
中
は
、
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
等
の

利
用
も
考
え
て
い
る
。

問
　
久
木
野
小
学
校
が
小

規
模
特
認
校
と
し
て
認
定

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
は

答　

久
木
野
小
学
校
運
営

協
議
会
か
ら
、
児
童
数
の

減
少
及
び
地
域
活
性
化
の

課
題
対
策
と
し
て
、
要
望

が
あ
っ
た
。

桑原　一知  議員

（真志会）

将来を担う子どもたちへの安全教育を
　　　　　　　　さらに充実したものに

問
　
東
部
・
久
木
野
地
区

の
耕
作
放
棄
地
解
消
に
具

体
策
は
あ
る
か

答　

こ
れ
ま
で
の
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
熊
本
県
中
山

間
農
業
モ
デ
ル
地
区
支
援

事
業
に
取
り
組
み
、
地
域

全
体
で
農
地
の
維
持
保

全
・
活
用
す
る
方
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
今
後
の
農
産
物
の
販

路
支
援
策
は
あ
る
の
か

答　

こ
れ
ま
で
の
事
業
の

取
り
組
み
の
推
進
と
国
・

県
や
熊
本
県
南
フ
ー
ド
バ

レ
ー
構
想
推
進
事
業
の
支

援
制
度
を
活
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
業
者
の
意
見
を

参
考
に
新
た
な
農
産
物
の

販
路
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
安

心
・
安
全
な
教
育

環
境
に
つ
い
て

農
業
の
活
性
化

特
殊
詐
欺
対
策

魅
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り

問
　
魅
力
あ
る
商
店
街
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か

答　

実
施
し
て
い
る
事
業

の
周
知
を
積
極
的
に
行
い
、

活
用
の
促
進
を
図
る
。
さ

ら
に
「
創
業
支
援
事
業
補

助
金
」
の
創
設
を
予
定
し

て
お
り
、
商
店
街
に
加
入

す
る
こ
と
で
更
な
る
優
遇

措
置
の
拡
充
を
考
え
て
い

る
。
商
工
会
議
所
等
と
連

携
し
、
今
後
も
商
店
街
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

問
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
の
取
り
組
み
は
ど

う
か

答　

空
き
店
舗
等
に
も
立

地
可
能
な
企
業
の
誘
致
を

推
進
す
る
た
め
、「
水
俣

市
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

立
地
促
進
補
助
金
」
を
創

設
し
た
。
今
後
、
市
内
外

へ
周
知
を
図
り
、
商
店
街

の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

問
　
特
殊
詐
欺
対
策
電
話

機
等
の
購
入
に
際
し
補
助

の
考
え
は
な
い
か

答　

特
殊
詐
欺
犯
は
、
録

音
を
嫌
う
の
で
、
こ
の
よ

う
な
電
話
機
等
は
、
特
殊

詐
欺
対
策
の
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

補
助
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。



��

�����

80
2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）８
月
１
日
発
行

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
議
会
だ

よ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
４
名
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
こ

と
や
、
車
い
す
議
員
の
誕
生
な
ど
初

め
て
づ
く
し
の
水
俣
市
議
会
。
多
様

な
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
議
会
活

動
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

新
人
議
員
４
人
全
員
が
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
に
加
わ
り
、
新
体
制
で

編
集
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。
編
集

委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
皆
や
る
気
に
満

ち
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
情
報
を
、
わ

か
り
や
す
く
掲
載
で
き
る
よ
う
知
恵

を
絞
っ
て
紙
面
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

隅
か
ら
隅
ま
で
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
き
っ
と
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
つ
情
報
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長
　
谷
口
　
明
弘

　
　
副
委
員
長
　
岩
村
　
龍
男

　
　
委
　
　
員
　
木
戸
　
理
江

　
　
　
〃
　
　
　
杉
迫
　
一
樹

　
　
　
〃
　
　
　
田
口
　
憲
雄

　
　
　
〃
　
　
　
平
岡
　
朱

　
　
　
〃
　
　
　
渕
上
　
茂
樹

事
務
局
職
員
　
上
田
　
純
　
　

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

５月８日　各派代表者会議
５月10日　各派代表者会議
５月16日　令和元年第２回水俣市議会臨時会開会
５月17日　令和元年第２回水俣市議会臨時会閉会
　　　　　各派代表者会議
５月24日　議会運営委員会
６月７日　議会運営委員会

編集委員の一言
・谷口明弘（委員長）
　新人議員４人を編集委員に迎え、編集委員長として、
かじ取りを求められますが、７人で結束して読みやす
い紙面づくりを心がけていきます。

・岩村龍男（副委員長）
　「議会だより」の役割が果たせるように、委員長、委
員の皆さんと頑張ってまいります。市民の皆さんの声
を聞かせてください。よろしくお願いします。

・木戸理江
　市民の皆様に興味を持っていただけるよう充実した内
容の紙面作りに取り組みます。

・杉迫一樹
　印刷の経験を活かし、読みやすい議会だより作成を心
掛けていきます。

・田口憲雄
　市民の皆様に見やすい紙面作りに努めます。

・平岡　朱
　市議会をより身近に感じていただけるよう私自身も勉
強しつつ精いっぱい取り組みたいです。

・渕上茂樹
　分かりやすい紙面作りに心がけます。

６月13日　新人議員勉強会
６月14日　令和元年第３回水俣市議会定例会開会
　　　　　全員協議会（水俣芦北地域振興計画に

ついて、新庁舎建設について）
６月18日　一般質問通告
６月25日　一般質問（～27日）
６月28日　各常任委員会
７月３日　令和元年第３回水俣市議会定例会閉会

議 会 の 主 な 動 き
（令和元年５月１日～７月３日）
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